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　　　　網野神社秋の例祭において御陵区の子供たちによる神楽「剣四方舞」が奉納されました。
（写真：梅田 和男委員）
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平
成
２７
年
４
月
か
ら
丹
後
農
業
実
践
型
学
舎
第
３
期
生
と

し
て
２
年
の
研
修
を
へ
て
、個
人
事
業
主
と
な
り
営
農
を
開

始
し
３
年
目
の
宮
本
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
38
才
の
時
に
思
い
立
つ
。サ
ラ
リ
ー
マ

ン
を
13
年
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、定
年
後

と
か
を
考
え
て
い
た
時
期
に
、テ
レ
ビ
で

脱
サ
ラ
就
農
を
目
指
す
番
組
を
見
る
中

で
妻
と
話
し
、定
年
の
な
い
農
業
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。

　
省
力
化
こ
れ
に
つ
き
ま
す
。一
人
で
や

る
事
を
基
本
と
し
て
い
る
の
で
、機
械
・

設
備
を
充
実
さ
せ
て
い
か
に
楽
を
し
て

仕
事
を
す
る
か
を
考
え
て
い
ま
す
。雇
用

労
働
力
は
甘
藷
の
掘
り
取
り
作
業
や

キ
ャ
ベ
ツ
の
定
植
作
業
等
一
部
の
み
で

す
。

　
平
成
２６
年
に
東
京
の「
全
国
新
規
就
農

相
談
セ
ン
タ
ー
」に
相
談
に
行
き
可
能
性

を
さ
ぐ
り
ま
し
た
。各
自
治
体
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
沢
山
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、

パ
ッ
と
し
た
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。農
業
を
す
る
に
あ
た
り
必
要
な
も
の

は
、農
地
・
機
械
・
住
宅
・
先
生
こ
の
4
点

が
揃
っ
た
も
の
が
無
か
っ
た
中
で
、唯

一
、丹
後
が
学
舎
の
独
身
寮
が
完
備
さ
れ

て
お
り
、研
修
で
入
っ
た
農
地
が
そ
の
ま

ま
使
用
出
来
る
と
言
う
利
点
も
あ
り
、翌

日
に
京
丹
後
市
に
連
絡
し
、願
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

【 

就
農
し
た
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
】

【
京
丹
後
市
を
選
ん
だ
理
由
】

【
仕
事
を
す
る
中
で
工
夫
し
て
い
る
事
】

【
現
在
の
耕
作
面
積
と
作
物
】
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面
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収
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農業委員会だより

　
重
量
野
菜
を
扱
っ
て
い
る
の
で
、出
荷

調
整
場（
作
業
場
）が
ほ
し
い
で
す
。現
在

は
自
分
で
建
て
た
プ
レ
ハ
ブ（
15
坪
）を

使
用
し
て
い
ま
す
が
、狭
く
な
っ
た
の
で

も
う
1
棟
ほ
し
い
で
す
。基
本
は
簡
易
の

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
で
は
な
く
屋
根
、壁
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
間
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。畑
の
面
積
は
あ
る
の
で
甘
藷

を
冬
場
の
仕
事
と
し
て
増
反
し
た
い
の

で
す
が
貯
蔵
場
所
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
真
面
目
で
行
動
力
が
凄
い
と
こ
ろ
で

す
。名
刺
に
は「
京
野
菜
ド
ッ
ト
ジ
ェ
イ

ピ
ー
」キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
プ
ロ
に
作
っ
て

も
ら
い
、京
都
に
来
る
前
に
考
え
た
と
言

う
名
刺
で
す
。あ
る
日
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

で
九
州
に
い
ま
す
と
あ
っ
て
、何
か
と

思
っ
た
ら
菊
の
選
別
機
を
手
に
入
れ
た

の
で
福
岡
県
八
女
市
ま
で
取
り
に
来
て

い
ま
す
と
あ
り
ま
し
た
。行
動
力
の
活
発

な
宮
本
さ
ん
の
心
の
中
に
は
、ま
だ
ま
だ

農
業
の
取
組
を
発
展
さ
せ
て
い
く
意
気

込
み
を
感
じ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
下
さ
い
。

　
仮
説
を
立
て
実
践
し
て
思
い
ど
お
り

に
な
っ
た
時
で
す
。例
え
ば
、肥
料
設
計

が
う
ま
く
行
き
、思
い
ど
お
り
の
収
穫
が

出
来
た
時
で
す
。

　
営
農
組
合
を
作
り
、地
元
の
人
で
同
じ

作
物
を
栽
培
し
、規
模
拡
大
を
し
た
い
で

す
。

【
ど
ん
な
時
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
か
】

【
将
来
の
目
標
は
】

【
取
材
を
終
え
て
】

　
省
力
化
の
た
め
機
械
は
30
種
類
程
所

有
し
て
い
ま
す
。マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー
、ト

ラ
ク
タ
ー
ダ
ン
プ
、振
動
式
芋
堀
上
機
、

つ
る
切
り
機
、ラ
ジ
コ
ン
動
噴
、乗
用
植

え
付
け
作
業
車
、菊
選
別
機
、手
動
マ
ル

チ
回
収
機
等
で
す
。以
前
オ
フ
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
の
整
備
を
や
っ
て
い
た
の
で
全
て

整
備
は
自
分
で
や
り
ま
す
。整
備
を
や
る

事
で
経
費
節
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
優
れ
も
の
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
牽
引
車
で

す
。キ
ャ
ベ
ツ
を
出
荷
す
る
の
に
一
度
に

二
台
分
を
運
べ
ま
す
。自
分
で
作
成
し
た

ブ
ー
ム
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
防
除
に
効
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
作
業
風
景

は
自
身
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
動
画
を

撮
っ
て
配
信
し
て
い
ま
す
。現
在

1
7,
0
0
0
人
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
い
ま

す
。

　
免
許
も
色
々
所
持
し
て
い
ま
す
。国
営

ほ
場
で
は
獣
害
が
あ
る
と
考
え
、千
葉
か

ら
移
住
す
る
時
点
で
第
一
種
銃
猟
免
許

を
取
得
、そ
の
後
、所
持
免
許
を
取
得
し

ま
し
た
。ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、大
型
自
動
二
輪
、大

型
特
殊
自
動
車
の
免
許
の
ほ
か
、古
物
商

の
資
格
も
持
っ
て
い
ま
す
。

【
仕
事
を
す
る
中
で

  

困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
】

取
材 

： 

瀬
戸 

牧
男
委
員

計量器の音声で芋のサイズを選別します。

や
　
め

全国農業新聞を購読してみませんか？

全国農業
新聞

全国農業新聞は公的代表機関である農業委員会系統組織
が発行する週刊の農業総合専門紙です。「週刊」ということから
日々の報道には限界がありますが、むしろ週刊の時間を活かし、
大切な情報をわかりやすくまとめています。
また、多くの読者の皆様に満足して頂けるよう、家族全員が楽

しめる記事も充実しています。さらに、全国４７都道府県にある支
局の充実により、地域の元気で特徴ある明るい話題や地域独自
のイベント情報などの提供に努めています。購読の申込みは京丹
後市農業委員会へお気軽に連絡ください。

週刊　金曜日発行　月 70 0 円、年 8 , 4 0 0 円（消費税込み）



農業者の高齢化や農業所得が低迷するなか、農業機械の更新が
困難となる状況が生じており、今後、離農に拍車がかかること
が懸念されることから、農業用機械更新時の支援対策を講じる
こと。
担い手不足を解消するため、市外からの新規就農者並びに市内
の意欲ある農業後継者等の、次代を担う若い農業者を確保・育
成するとともに、集落営農の組織化と法人化を推進し、５年後、
１０年後を見据えた担い手対策を講じること。
京力農場プランの新規作成と既存プランの実質化の推進につ
いては、プラン作成区域の広域化を進めるとともに、まちづく
りと連携した取り組みとなるよう関係部局と協力のうえ進め
ること。
水田農業の担い手対策として、丹後農業実践型学舎の水田版の
創設を京都府に対し要望すること。

丹後農業実践型学舎生並びに地域の農業後継者が、安定的な農
業経営を行うことができるようきめ細かいサポート体制を構
築するとともに、丹後農業実践型学舎終了後を見据えた新規就
農者の確保・育成対策を講じること。
新規就農の際に必要となる機械・施設等の設備費用を助成する
施策を講じること。
国営開発農地の畑地不足の解消対策として、水田の畑地化を検
討するなどの対策を講じること。
国営開発農地については、京力農場プラン作成と合わせて、全
ての団地において農地中間管理機構を活用した利用権設定が
行われるよう、団地管理組合に対し積極的な指導を行うこと。
滞在型市民農園（クラインガルデン）に加え、都市住民が自宅か
ら通って利用できる日帰り型市民農園の整備を検討すること。

運送料の値上げに伴う農業経営への影響を軽減するため、ＪＡ
や丹後王国等と連携した農産品物流の効率化を図る仕組みを
検討するなど、流通コスト削減の取組みを推進すること。

農道・水路等の農業用施設の整備と、府営圃場整備事業や農地中
間管理機構関連農地整備事業等の土地改良事業の積極的な推進
を図ること。
農業者の個人申請による小規模基盤整備等（畦畔除去）の補助事
業の創設を検討すること。
災害により被災を受けた農地・農業用施設について、営農に支障
が出ないよう早期の復旧に努めること。
多面的機能支払交付金事業の集落連携による組織力の強化と、活
動の維持発展を図るため、広域化を積極的に推進すること。
優良農地を守る観点から、早急に建設発生残土の処分場の確保を
検討すること。

京丹後市の知名度を全国及び海外に周知するための施策が重要
であることから、市職員が営業マンであるという自覚を持ち、各
部署総力を挙げた周知活動、販売戦略を進めること。
市内産農産物の更なる認知度向上と消費拡大を図るため、関係機
関が一体となり地域ブランド化、産地化を推進する施策を講じる
こと。
コシヒカリに代わる新品種の早急な実証栽培を目指すとともに、
農業者への普及推進を早期に実現できるよう京都府へ要請する
こと。

防護柵等の設置に係る地元負担の予算措置を講じること。
積極的な駆除を進めるため、地元の協力体制と狩猟免許取得の支
援や捕獲員の確保対策を講じること。
捕獲個体処理施設の設置については、地域の意向や周辺環境に十
分配慮した地区選定を行うこと。

各種施策を実施するために農林部局内の職員体制を整備強化す
ること。
農業委員会等に関する法律の改正にともなう事務量の増加に対
応するため、農業委員会事務局職員の定数を満たすこと。

令和元年度

１０月２３日、農業委員会では健全な農地利用と
担い手育成等を推し進めるため、三崎市長へ梅田会
長と吉岡職務代理が意見書の提出を行ないました。

２　畑作農業の担い手対策と農地利用について

３　担い手農業者の経営支援対策について

１　水田農業の担い手対策と農地利用について ４　優良農地の確保と有効利用について

6　野生鳥獣被害対策について

7　実施体制の強化について

５　京丹後市産農産物の認知度の向上について
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意見書を提出しました

　
１１
月
１４
日
、京
丹
後
市
農
業
委
員
会
の
先
進
地
視

察
研
修
を
実
施
し
、総
勢
１９
名
で
兵
庫
県
南
あ
わ
じ

市
農
業
委
員
会
を
訪
問
し
ま
し
た
。視
察
会
場
は
平

成
２７
年
に
完
成
さ
れ
た
立
派
な
新
庁
舎
で
、竹
田
会

長
を
は
じ
め
７
名
に
対
応
し
て
頂
き
ま
し
た
。ま
ず

市
の
概
要
説
明
が
あ
り
、平
成
１７
年
１
月
１１
日
三
原

郡
の
４
町
が
合
併
し
て
新
市
が
誕
生
。面
積
は
２
２

９
㎢
、人
口
４
７
，０
７
３
人
、世
帯
数
１
９
，５
３

０
、四
季
を
通
じ
て
豊
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、特

に
冬
季
は
京
丹
後
市
と
比
較
し
て
非
常
に
温
暖
な

気
候
で
、野
菜
栽
培
に
適
し
て
お
り
、玉
葱
・
レ
タ
ス

な
ど
の
周
年
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
と
伺
い
ま
し
た
。

　
農
業
生
産
者
の
現
状
と
し
て
は
、農
家
戸
数
３
，

４
３
９
戸
の
う
ち
専
業
が
３４
％
、第
一
種
兼
業
２１
％
、

第
二
種
兼
業
４５
％
で
あ
り
、経
営
者
の
年
齢
構
成
は

２０
〜  

歳
代
が
１
．２
％
、
４０
〜  

歳
代
が
２６
．

５
％
、
６０
〜

歳
代
７２
．３
％
と
専
業
比
率
は
高
い

が
、若
年
層
が
少
な
く
高
齢
者
が
７０
％
強
と
い
う
全

国
的
な
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。経
営
の
特
徴
と
し
て

は
、生
産
か
ら
出
荷
ま
で
家
族
経
営
に
よ
る
集
約
型

農
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
今
回
の
研
修
目
的
で
あ
る「
人
・
農
地
プ
ラ

ン（
京
都
府
で
は
京
力
農
場
プ
ラ
ン
）」の
作
成
に
係

る
農
業
委
員
、推
進
委
員
の
関
わ
り
と
集
落
営
農
の

組
織
化
、農
産
物
の
産
地
化
、新
規
就
農
者
の
受
け

入
れ
体
制
と
状
況
、併
せ
て
、担
い
手
へ
の
集
積
状

況
等
に
つ
い
て
い
き
さ
つ
を
伺
い
ま
し
た
。

　
南
あ
わ
じ
市
の
中
で
一
番
農
業
が
盛
ん
で
、専
業

化
率
も
高
く
、農
機
具
も
そ
れ
ぞ
れ
が
所
有
し
て
い

る
Ａ
集
落
で
は
、取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

農
業
委
員
が
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
な
り
、ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
や
話
し
合
い
を
重
ね
て
後
継
者
の
確
保
や

耕
作
放
棄
地
対
策
の
必
要
性
等
課
題
を
明
確
化
さ

せ
、新
規
就
農
者
を
迎
え
る
動
き
が
高
ま
り
ま
し

た
。農
業
委
員
が
対
象
者
に
働
き
か
け
１
名
の
新
規

就
農
者
を
確
保
し
中
心
的
経
営
体
に
位
置
づ
け
る

と
共
に
、中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
て
約
１
ha 

を
２

名
の
認
定
農
業
者
へ
集
積
し
ま
し
た
。プ
ラ
ン
の
話

し
合
い
を
契
機
に
今
ま
で
個
別
に
水
稲
と
野
菜
の

複
合
経
営
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、低

コ
ス
ト
な
米
作
り
を
目
指
し「
集
落
営
農
組
織
化
」

を
検
討
、そ
の
後
、地
区
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。約
１
年
間
の
話
し
合
い
を
重
ね
、平

成
２７
年
１２
月
に
プ
ラ
ン
の
策
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ン
策
定
後
も
定
期
的
に
月
１
回
の
検
討
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、若
手
農
業
者
を
中
心
と
し
て
農
業

委
員
・
推
進
委
員
が
一
緒
に
、担
い
手
の
負
担
軽
減

や
、農
地
集
積
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
話
し
合
い
に
参
加
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

　
も
う
一つ
の
Ｂ
集
落
の
事
例
も
同
様
の
ス
タ
イ
ル

で
進
め
て
お
り
、成
果
を
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
に
市
内  

地
域
が
農
業
委
員
会
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
、大
き
く
前
進
し
て
い
る
こ
と

を
伺
い
、刺
激
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
京
丹
後
市
の
農
業
委
員
と
推
進
委
員
も
毎
月
６

地
区（
旧
６
町
）で
定
例
会
を
開
き
、情
報
交
換
と
課

題
解
決
へ
向
け
各
集
落
に
出
向
き
色
々
と
地
域
の

声
を
聞
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
回
の
南
あ
わ

じ
市
の
研
修
を

参
考
に
、よ
り
一

層
の
集
落
営
農

発
展
に
寄
与
努

力
す
べ
く
頑

張
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
と
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん

の
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま

す
。 視

察
研
修
レ
ポ
ー
ト

農
業
委
員

　
　山
副

　孝
雄
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利用権設定における賃借料のお知らせ
平成３０年１月から１２月までに締結（公告）された賃借権における賃
借料水準（１０a当たり）は、以下のとおりとなっております。
 この賃借料情報はあくまで目安です。貸し手と借り手が十分に話し合
い、お互いが納得できる額で設定して下さい。

1 田(水稲)の部

峰　山　町
大　宮　町
網　野　町
丹　後　町
弥　栄　町
久 美 浜 町

締結（公告）された地域名

(参考）京丹後市平均

15,000
13,000
19,100
14,000
14,000
15,000

7,900
5,900
11,000
6,400
8,800
7,100
8,000

4,700
4,000
1,900
3,400
4,200
3,900

31
217
369
333

1,219
1,098
3,267

平 均 額 最 高 額 最 低 額 データ数（筆） 備 考

２ 畑の部

峰　山　町
大　宮　町
網　野　町
丹　後　町
弥　栄　町
久 美 浜 町

締結（公告）された地域名

(参考）京丹後市平均

0
15,000
26,000
15,000
15,000
25,000

0
10,700
10,800
15,000
14,900
19,500
13,000

0
10,000
4,200
15,000
13,000
4,000

0
97
151
21
43
65
377

平 均 額 最 高 額 最 低 額 データ数（筆） 備 考

国営農地

国営農地

一般畑
国営農地

一般畑
国営農地
一般畑
国営農地

〔単位：円〕

〔単位：円〕

　
１１
月
１４
日
、京
丹
後
市
農
業
委
員
会
の
先
進
地
視

察
研
修
を
実
施
し
、総
勢
１９
名
で
兵
庫
県
南
あ
わ
じ

市
農
業
委
員
会
を
訪
問
し
ま
し
た
。視
察
会
場
は
平

成
２７
年
に
完
成
さ
れ
た
立
派
な
新
庁
舎
で
、竹
田
会

長
を
は
じ
め
７
名
に
対
応
し
て
頂
き
ま
し
た
。ま
ず

市
の
概
要
説
明
が
あ
り
、平
成
１７
年
１
月
１１
日
三
原

郡
の
４
町
が
合
併
し
て
新
市
が
誕
生
。面
積
は
２
２

９
㎢
、人
口
４
７
，０
７
３
人
、世
帯
数
１
９
，５
３

０
、四
季
を
通
じ
て
豊
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、特

に
冬
季
は
京
丹
後
市
と
比
較
し
て
非
常
に
温
暖
な

気
候
で
、野
菜
栽
培
に
適
し
て
お
り
、玉
葱
・
レ
タ
ス

な
ど
の
周
年
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
と
伺
い
ま
し
た
。

　
農
業
生
産
者
の
現
状
と
し
て
は
、農
家
戸
数
３
，

４
３
９
戸
の
う
ち
専
業
が
３４
％
、第
一
種
兼
業
２１
％
、

第
二
種
兼
業
４５
％
で
あ
り
、経
営
者
の
年
齢
構
成
は

２０
〜  

歳
代
が
１
．２
％
、
４０
〜  

歳
代
が
２６
．

５
％
、
６０
〜

歳
代
７２
．３
％
と
専
業
比
率
は
高
い

が
、若
年
層
が
少
な
く
高
齢
者
が
７０
％
強
と
い
う
全

国
的
な
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。経
営
の
特
徴
と
し
て

は
、生
産
か
ら
出
荷
ま
で
家
族
経
営
に
よ
る
集
約
型

農
業
が
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開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
今
回
の
研
修
目
的
で
あ
る「
人
・
農
地
プ
ラ

ン（
京
都
府
で
は
京
力
農
場
プ
ラ
ン
）」の
作
成
に
係

る
農
業
委
員
、推
進
委
員
の
関
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り
と
集
落
営
農
の

組
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物
の
産
地
化
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者
の
受
け
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と
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、併
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て
、担
い
手
へ
の
集
積
状

況
等
に
つ
い
て
い
き
さ
つ
を
伺
い
ま
し
た
。

　
南
あ
わ
じ
市
の
中
で
一
番
農
業
が
盛
ん
で
、専
業

化
率
も
高
く
、農
機
具
も
そ
れ
ぞ
れ
が
所
有
し
て
い

る
Ａ
集
落
で
は
、取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

農
業
委
員
が
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
な
り
、ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
や
話
し
合
い
を
重
ね
て
後
継
者
の
確
保
や

耕
作
放
棄
地
対
策
の
必
要
性
等
課
題
を
明
確
化
さ

せ
、新
規
就
農
者
を
迎
え
る
動
き
が
高
ま
り
ま
し

た
。農
業
委
員
が
対
象
者
に
働
き
か
け
１
名
の
新
規

就
農
者
を
確
保
し
中
心
的
経
営
体
に
位
置
づ
け
る

と
共
に
、中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
て
約
１
ha 

を
２

名
の
認
定
農
業
者
へ
集
積
し
ま
し
た
。プ
ラ
ン
の
話

し
合
い
を
契
機
に
今
ま
で
個
別
に
水
稲
と
野
菜
の

複
合
経
営
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、低

コ
ス
ト
な
米
作
り
を
目
指
し「
集
落
営
農
組
織
化
」

を
検
討
、そ
の
後
、地
区
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。約
１
年
間
の
話
し
合
い
を
重
ね
、平

成
２７
年
１２
月
に
プ
ラ
ン
の
策
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ン
策
定
後
も
定
期
的
に
月
１
回
の
検
討
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、若
手
農
業
者
を
中
心
と
し
て
農
業

委
員
・
推
進
委
員
が
一
緒
に
、担
い
手
の
負
担
軽
減

や
、農
地
集
積
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
話
し
合
い
に
参
加
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

　
も
う
一つ
の
Ｂ
集
落
の
事
例
も
同
様
の
ス
タ
イ
ル

で
進
め
て
お
り
、成
果
を
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
に
市
内  

地
域
が
農
業
委
員
会
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
、大
き
く
前
進
し
て
い
る
こ
と

を
伺
い
、刺
激
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
京
丹
後
市
の
農
業
委
員
と
推
進
委
員
も
毎
月
６

地
区（
旧
６
町
）で
定
例
会
を
開
き
、情
報
交
換
と
課

題
解
決
へ
向
け
各
集
落
に
出
向
き
色
々
と
地
域
の

声
を
聞
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
回
の
南
あ
わ

じ
市
の
研
修
を

参
考
に
、よ
り
一

層
の
集
落
営
農

発
展
に
寄
与
努

力
す
べ
く
頑

張
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
と
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん

の
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま

す
。
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写
真

　
　今
田

　延
仁
さ
ん

　
　

 

　
　
　

   

松
山

　正（
事
務
局
）

文

　
　
　鴨
田

　忠
司

　
　
　
　

残
る
。「
白
滝
不
動
」の
滝
は
、そ
の
修
験

道
の
修
行
場
だ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
お
り
、

多
く
の
修
験
僧
達
が
、「
印
」を
結
び
な

が
ら
滝
行
に
励
ん
だ
に
違
い
な
い
。

　「
白
滝
不
動
」の
お
堂
の
中
に
は
、た

く
さ
ん
の
ミ
ニ
着
物
が
掛
か
って
い
る
。着

物
は
、安
産
祈
願
に
訪
れ
た
女
性
達
が

納
め
た
も
の
で
、妊
娠
を
し
た
女
性
は
、

こ
の
お
堂
か
ら一
枚
の
着
物
を
借
り
て
い

き
、無
事
に
出
産
す
る
と
、お
礼
に
新
し

い
着
物
を
納
め
る
の
だ
そ
う
だ
。も
う
、

半
世
紀
前
の
こ
と
に
な
って
し
ま
っ
た
が
、

筆
者
の
妻
も
安
産
を
願
い
、着
物
を
借

り
た
の
だ
そ
う
だ
。

　
た
く
さ
ん
の
着
物
の
中
に
は
、い
く
つ

か
新
し
い
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、今
で

も
安
産
を
願
い
着
物
を
納
め
る
人
が
い

る
の
だ
ろ
う
。

　
お
堂
の
正
面
に
は
、左
官
職
人
が
鏝
で

描
い
た「
こ
て
絵
」が
あ
る
。真
ん
中
に
は

お
不
動
さ
ん
の
紋
章
、左
右
両
側
に
は
鶴

が
描
か
れ
て
い
る
。お
堂
の
中
の
祭
壇
中

央
の
不
動
明
王
の
脇
に
、羽
衣
を
ま
と
っ

た
素
朴
な
木
彫
り
の
女
性
神
像
が
あ
っ

た
。羽
衣
天
女
な
の
だ
ろ
う
か
？                                            

•上　・・・・着物
•右下・・・・女性神像
•左下・・・・こて絵

　
大
宮
町
谷
内
か
ら
与
謝
野
町
に
通
じ
る
府
道
７６
号
線
沿
い

に
あ
る「
つ
ね
よ
し
百
貨
店
」を
越
え
た
三
叉
路
を
右
へ
進
む

と
、羽
衣
天
女
伝
説
の
あ
る
磯
砂
山
へ
と
通
じ
る
。途
中
、「
山

霊
大
善
神
」と
刻
ま
れ
た
大
き
な
石
碑
が
あ
り
、こ
の
辺
り
か

ら「
車
谷
」通
称「
車
」と
呼
ば
れ
る
小
集
落
に
な
り
、右
に
左

に
大
き
く
う
ね
る
よ
う
に
カ
ー
ブ
し
た
道
に
沿
って
二
十
戸
ほ

ど
の
人
家
が
あ
る
。

　
そ
の
先
、常
吉
浄
水
場
を
左
に
し
な
が
ら
、さ
ら
に
林
道
を

進
む
と
、幹
周
３
メ
ー
ト
ル
は
超
す
大
杉
と
、地
元
の
人
々
か

ら「
お
不
動
さ
ん
」と
親
し
ま
れ
る「
白
滝
不
動
」の
お
堂
が
見

え
て
く
る
。お
堂
の
前
を
流
れ
る
清
流
が
、眼
下
十
数
メ
ー
ト

ル
の
滝
と
な
り
、し
ぶ
き
を
あ
げ
な
が
ら
流
れ
落
ち
る
姿
は
実

に
壮
大
だ
。

　
昔
、「
車
谷
」の
集
落
に
は
、真
言
系
の「
正
法
寺
」と
い
う
大

寺
院
が
あ
っ
た
と
伝
わ
り
、「
堂
屋
敷
」「
堂
谷
」等
の
地
名
が

こ
て

農業委員会だより

行
紀
後
丹
京

〜
大
宮
町

　常
吉
〜

『
白
滝
不
動
』
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　農
地
の
形
状
変
更
は
耕
作
を
目
的
と
し
て
水
捌
け

が
悪
い
こ
と
や
、狭
小
・
不
整
形
な
農
地
を
隣
接
農
地

と
併
せ
一
枚
に
し
て
区
画
の
改
善
を
図
り
営
農
が
し
や

す
い
よ
う
改
善
を
行
う
行
為
で
す
。

　市
内
で
発
生
し
た
事
例
で
す
が
、盛
土
後
に
耕
作
を

再
開
せ
ず
、結
果
と
し
て
残
土
処
分
が
目
的
と
考
え
ら

れ
る
行
為
が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
の
場
合
、届
出
者（
耕
作
者
ま
た
は
地
主
）は
、農

地
法
上
に
於
い
て
違
法
転
用
者
と
見
な
さ
れ
、原
状
回

復
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　懲
役（
三
年
以
下
）又
は
罰
金（
三
百
万
円
以
下「
法

人
に
つ
い
て
は
一
億
円
以
下
の
罰
金
刑
」）の
罰
則
規
定

も
あ
る
こ
と
か
ら
、土
を
入
れ
た
い
と
頼
ま
れ
、「
荒
れ

て
い
る
農
地
だ
し
、好
き
に
し
て
も
ら
っ
た
ら
え
え

で
！
」と
、軽
い
気
持
ち
で
届
出
者
と
な
る
と
耕
作
が

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
や
、計
画
以
上
の
嵩
上
が
さ
れ
た

場
合
は
届
出
者
に
責
任
が
生
じ
ま
す
の
で
、安
易
に
届

出
者
と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

注意してください!!注意してください!!

事務局からのお知らせ＜必読＞

グループに分かれ意見を出し合う女性委員（中央：川溿委員）

　１１月２８日、東海・近畿ブロックの女性農業
委員、女性農地利用最適化推進委員等が一堂
に会し、委員活動の実態や今後の課題、農業・
農村の再生に向けた具体的な実践活動につい
て、ともに学び、ともに議論するための研修会
が開催されました。
　当研修会は「女性の力で進めよう！人・農地
プラン」をテーマとして、京丹後市からも米田
委員、川溿委員、青木委員の３名が参加しまし
た。
　研修内容は、にいがた女性農業委員の会会
長の講演をはじめ、ワークショップではグルー
プに分かれ、二つのテーマ①「人・農地プラン
を進めるアイデアをだしあおう！」②「わがまち
の女性委員を増やすアイデアをだしあおう！」
を題材に各府県、市町村の取組状況や情報交
換などの話し合いが行われました。
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『残土処分を目的とする農地の形状変更届ではないですか？』『残土処分を目的とする農地の形状変更届ではないですか？』



◎ 樋野　一平さん（弥栄町堤）

農業者年金農業者年金

積立方式、　 終身年金、　 保険料の国庫補助（要件有）
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に加入しましょう
農業従事者なら広く加入できます
（60歳未満、国民年金1号被保険者、60日以上従事）
保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます
（月２万円～６万７千円の間で千円単位）
税制面で大きな優遇措置があります
（保険料は全額社会保険料控除の対象になります）

餅花木
【作り方】
① 餅花木の形を整えるため剪定をする。
② お餅が搗き終ったら二等分にする。
③ ボールに少々の色粉と一、二滴の水をおとします。
④ 搗いて半分にした白餅に紅色を少し加え、手のひらで赤く
　 なるよう揉み込みます。
⑤ 白と赤の餅を適当な大きさにちぎりながら枝に付けて行　 
　 きます。
　 豊作を願う稲穂の様に枝先につけ、垂れ下がる形にします。
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餅花木に使用した餅を外し、
油で揚げれば花アラレとして
美味しく頂けます。

【ひとこと　川溿 明美 委員】

私も入ってます。私も入ってます。

ひの　   いっぺい


